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唐
宋
時
代
の

合
本
に
就
勺ヨ

一

序

言

二

合

本

の

由

来

=
一
二
人
の
合
本
共
鵬首

四
多
人
数
の
合
本

八七六玄

宋
代
の
合
種
農
業

合
本
に
於
け
る
出
資
と
細
血
管
と
の
分
離

株

式

的

合

本

結

語

序

告書.

百

最
近
、
中
闘
に
於
け
る
合
本
経
営
の
援
達
が
皐
界
の
注
目
を
惹
き
、

史
料
の
比
較
的
豊
富
な
明
代
以
後
に
就
い
て
着
々
と
優
れ
た
研
究
成

果
、
を
穆
げ
て
ゐ
る
が
、

そ
れ
以
前
に
就
い
て
は
宮
崎
教
授
が
宋
代
に

合
本
の
行
は
れ
て
ゐ
た
事
賓
を
示
ナ
一
二
の
史
料
を
指
摘
せ
ら
れ
た

程
度
に
止
ま
っ
て
ゐ
る
。
唐
宋
時
代
に
最
も
関
心
を
も
っ
我
々
は
此

の
時
代
の
研
究
成
果
が
一
日
も
早
く
公
表
せ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
ゐ
る
が
、
文
我
々
自
身
と
し
て
も
か
ね
て
か
ら
興
味
深
い
問
題
と

し
て
苓
索
の
文
献
捗
猶
に
際
し
自
に
棚
刷
れ
た
閥
係
記
事
を
若
干
蒐
め て

日

野弁

開

良E

草

野

靖

て
居
た
の
で
、
此
所
に
そ
の
紹
介
を
行
ひ
、
併
せ
て
愚
見
を
述
べ
る

こ
と
と
し
た
。
今
後
の
研
究
の
展
開
に
多
少
と
も
寄
興
ナ
る
所
あ
れ

ば
望
外
の
喜
び
と
ナ
る
所
マ
あ
る
。
備
本
稿
ば
宮
崎
教
授
の
設
表
を
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機
に
、

日
野
と
草
野
と
の
も
ち
合
は
せ
の
史
料
を
寄
せ
集
め
、

日
野

が
纏
め
て
執
筆
し
た
も
の
で
、
此
の
問
題
に
取
組
ん
で
史
料
の
蒐
集

に
手
を
還
し
た
も
の
で
は
な
い
。
今
後
一
一
層
検
索
迫
補
し
、

そ
れ
に

伴
っ
て
研
究
内
容
を
訂
補
充
質
せ
し
め
て
行
く
必
要
あ
る
は
自
ら
深

く
痛
感
し
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
只
史
料
が
散
在
し
て
ゐ
て
一
一
一
の
者

の
カ
で
は
短
時
日
に
寓
全
な
成
果
を
期
し
難
い
事
情
に
在
る
の
で
、

一
臆
現
在
迄
の
所
を
取
纏
診
て
大
方
の
御
敬
一
ホ
を
受
け
た
い
と
考
へ

た
次
第
で
あ
る
。

合

本

の

由

来



史
記
オ
プ
管
仲
俸
を
見
る
に
、
賓
の
名
宰
相
と
し
て
桓
公
の
覇
業

を
輔
け
た
彼
が
、
未
だ
商
人
・
役
人
・
軍
人
等
を
再
々
と
し
て
苦
労

し
て
居
た
時
代
の
親
友
飽
叔
の
終
始
↓
貫
一
漏
ら
・な
か
っ
た
友
情
を
追

懐
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
商
人
時
代
の
こ
と
を

吾
始
困
時
。
嘗
興
飽
叔
買
D

分
財
利
多
自
興
。
艇
叔
不
以
我
震
貧
。

知
我
貧
也
。

と
語
フ
て
ゐ
る
。
索
隠
は
こ
れ
に
該
嘗
ナ
る
記
事
を
呂
民
春
秋
か
ら

引
怜
て
管
仲
輿
飽
叔
同
貰
南
陽
。
及
分
財
利
而
管
仲
嘗
歎
飽
叔
。
多
自
取
。

云一玄。

と
注
し
て
ゐ
る
。
即
ち
管
仲
は
飽
叔
と
南
陽
で
「
同
貰
」
し
、

そ
の

利
益
を
分
け
る
時
、
常
に
飽
叔
を
敷
い
て
割
前
を
不
嘗
に
多
く
取
込

ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る
。
時
に
管
仲
は
貧
困
で
、
割
前
を
不
嘗
K
多
く

取
込
ん
だ
の
も
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
と
云
ふ
。
所
で
此
所
に
問
題
と

な
る
の
は
、

寸
同
貰
」
の
意
味
す
る
内
容
で
あ
る
。

言
葉
と
し
て
の
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汁
同
貰
」
の
意
味
は
共
同
管
業
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
が
、
そ

の
共
同
の
具
睡
的
内
容
が
明
示
せ
ら
れ
て
ゐ
ゑ
い
。
飽
叔
は
寛
仁
な

長
者
的
人
物
で
あ
り
、
管
仲
は
貧
困
な
策
土
型
人
物
で
あ
る
か
ら
、

飽
叔
の
責
本
と
管
仲
の
才
能
と
が
結
び
つ
い

τ商
利
を
あ
げ
て
ゐ
た

こ
と
は
推
察
に
難
く
な
い
が
、
然
し
二
人
の
関
係
を
出
賓
と
そ
の
運

営
と
の
分
権
と
し
て
筒
皐
に
割
切
っ
て
終
ふ
こ
と
は
安
嘗
で
な
い
。

「
南
陽
に
同
貰
す
い
と
あ
る
以
上
、
飽
叔
も
管
仲
も
共
々
に
南
陽
に
赴

い
て
経
俸
に
嘗
担
、
且
フ
雨
者
の
聞
に
主
従
上
下
の
別
は
無
く
、
掛

等
の
共
同
経
管
で
あ
っ
・
た
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
出
資
は
飽
叔

が
座
倒
的
に
多
く
、
鰹
笹
は
管
仲
が
大
き
く
牛
耳
っ
て
ゐ
た
に
し
て

も
、
共
に
出
資
者
で
あ
り
、
文
共
に
経
営
者
で
も
る
っ
た
と
見
る
の

が
「
同
貰
」
「
の
最
も
穏
嘗
な
解
穆
で
あ
ら
う
。
果
し
て
然
ら
ば
合
本

経
管
は
夙
く
春
秋
時
代
に
行
は
れ
て
ゐ
た
ζ

と
と
な
る
。
二
人
の
関

係
は
共
同
出
資
で
あ
る
と
共
に
共
同
経
営
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る

~. 51-

か
ら
、
合
本
経
俸
と
し
て
は
原
初
的
な
形
態
と
云
ふ
可
き
で
あ
る
が
、

時
代
が
紀
元
前
八
・
七
世
紀
の
交
に
棚
る
悠
久
の
太
古
な
る
と
と
に

於
い
て
注
目
に
債
ナ
る
も
の
と
云
へ
ょ
う
。
向
呂
氏
春
秋
に
「
常
欺

飽
叔
多
自
取
」
と
あ
る
F

に
依
れ
ば
‘
此
の
合
本
経
営
は
可
成
り
長
期

の
縫
一
績
的
・
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
管
飽
の
六
人
り
は
十
八
史
略

を
介
し
て
少
年
時
代
か
ら
我
々
の
耳
に
親
し
く
、
此
所
に
そ
の
俸
を

史
料
と
し
て
利
用
し
た
の
は
少
年
時
代
か
ら
の
記
憶
が
あ
っ
た
か
ら

で
、
更
に
獲
索
ナ
れ
ば
先
表
作
或
は
漢
代
の
文
献
中
に
も
合
本
に
開
ナ

る
記
事
が
見
出
さ
れ
る
か
毛
知
れ
な
い
。
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二
人
の
合
本
共
替

ム
ロ
本
の
原
初
的
形
態
た
る
二
人
の
共
同
出
資
・
共
同
経
営
は
、
唐

剣集宋
に九倉時
四 t'¥:
J に
庁入
景
る
典と
乙
そ

同 の
賀
旦史

2i料
1 プ日
収 μ

可
其由
利 T
人 4L
刺腎

基ヂ
H る
露宇

互先
州づ
我
白

貧
由民
r 長
の慶

得
景
興
乙
同
貰
。
景
多
収
其
利
。
人
刺
其
貧
。
僻
云
。

知
我
貧
也
。

と
あ
る
二
人
同
買
の
記
事
は
剣
本
来
の
作
文
で
あ
っ
て
、
必
歩
し
も

史
貨
の
存
在
を
じ
か
に
傍
へ
た
も
の
で
は
な
く
バ
文
此
の
文
案
は
先

に
事
げ
た
管
仲
俸
か
ら
着
想
し
た
も
の
の
如
く
思
は
れ
る
が
、
然
し

現
貨
に
か
う
し
た
問
題
が
起
っ
て
ゐ
た
か
、
少
く
と
も
起
り
得
る
可

能
性
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
剣
文
に
組
ま
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

ζ

の
測

の
現
賞
的
背
景
と
し
て
同
賀
の
慣
行
を
i

認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
文

苑
英
華
同
一
五
所
収
、
閥
名
氏
の
「
碕
分
利
不
平
一
判
」
に

呉
丙
王
丁
共
有
鎧
。
納
課
分
利
。
丙
云
有
勝
。
丁
云
郷
日
知
分
所

得
無
験
。

と
あ
る
の
も
同
様
に
受
取
る
可
き
で
あ
る
。
磁
の
共
有
は
長
期
的
な

合
本
で
あ
る
。
但
し
合
本
の
二
人
が
収
入
の
分
配
に
蛍
り
除
剰
の
有

無
に
就
い
て
争
っ
て
ゐ
る
の
は
、
経
替
が
そ
の
一
人
に
委
せ
ら
れ
て

ゐ
た
か
、
然
ら
や
ノ
と
す
る
も
一
人
の
力
が
他
を
凌
い
で
ゐ
た
ζ

と
を

推
測
せ
し
め
る
。

以
上
は
唐
代
の
史
料
で
あ
る
が
、
降
っ
て
宋
代
の
例
と
し
て
は
葉

通
の
水
心
先
生
文
集
玲
一
林
伯
和
墓
誌
銘
に

宜
人
宣
義
。
少
貧
業
行
買
。
同
買
分
獲
簿
銭
。
寛
懐
飲
乃
去
。
宣

義
徐
覆
之
。
誤
多
若
干
。
追
還
於
塗
。
同
貰
殊
偶
然
目
。
云
云
。

と
あ
る
を
奉
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
短
期
間
の
合
本
共
同
経

管
で
あ
る。

四

多

人

数

の

合

木
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唐
宋
時
代
の
合
本
は
原
初
的
な
二
人
の
出
資
か
ら
更
に
三
人
以
上

の
多
数
の
共
同
出
資
に
設
展
し
て
ゐ
た
。
経
管
規
模
の
扱
大
が
賓
し

た
必
然
の
現
象
で
、
い
は
ば
経
済
の
護
達
を
一
ホ
ナ
も
の
で
あ
る
。
先

づ
宋
代
に
就
い
て
見
る
に
、
既
に
宮
崎
教
授
が
指
摘
せ
ら
れ
て
ゐ
る

如
く
、
合
一
安
・
刑
法
話
禁
約
・
紹
興
十
二
年
八
月
三
日
の
僚
に
、
制
到

金
貿
易
に
闘
し
て

禁
客
政
私
版
茶
貨
・
私
渡
准
河
興
北
客
私
相
博
日
勿
。
若
糾
合
火
伴
・

連
財
合
本
c

或
非
漣
財
合
本
而
糾
集
同
行
人
。
敷
内
自
相
告
護
者
。

輿
兎
本
罪
。



と
4e
る
は
そ
¢
一

:一
遜
詣
で
る
る
〈
一
事
件
.
」
怠
る
一
句
は
共
同
出
資
た

る
聯
財
合
本
の
者
が
多
数
で
あ
っ
た
と
と
を
示
ナ
。
一
般
に

E
大
な

資
本
を
要
ナ
る
掛
外
貿
易
に
共
同
出
資
者
を
多
数
糾
合
ナ
る
に
至
る

は
自
然
の
成
行
き
で
あ
る
。
若
干
蓄
の
治
委
理
一
一
慶
一
蝉
師
塔
銘

Yに
師
韓
昭
慶
字
額
之
。
俗
姓
林
氏
。
泉
州
膏
江
人
也
。
小
訴
弛
以
気

自
任
。
嘗
輿
郷
里
数
人
相
結
矯
賞
。
自
関
越
航
海
道
直
抵
山
東
。

往
来
海
中
者
十
数
年
。
費
用
甚
鶴
。
榊
。
杢
是
純
一
謝
諸
賞
。
以
財

物
属
同
産
。
使
養
其
親
。
徒
手
入
寺
。
桝
。
郷
人
異
之
。

と
あ
っ
て
、
泉
州
菅
江
懸
の
林
昭
慶
な
る
者
が
郷
里
の
商
貰
数
人
と

相
結
び
、
聞
越
と
山
東
と
の
聞
を
往
来
す
る
海
上
貿
易
に
従
ふ
と
と

十
徐
年
、
J

大
い
に
産
を
成
し
た
の
ち
、
諸
貰
と
分
れ
一
切
を
捨
て
て

寺
に
入
っ
た
と
俸
へ
て
ゐ
る
。
此
の
商
貰
数
人
相
結
ん
だ
と
一
五
ふ
の

も
、
遠
海
貿
易
に
必
要
な
大
資
本
を
調
へ
る
た
ゆ
に
共
同
出
資
し
た

も
の
に
相
遣
な
く
、
多
人
数
の
合
本
の
好
例
謹
で
あ
る
。

湖
っ
て
唐
代
一
の
場
合
を
見
る
に
、
具
陸
的
な
史
例
を
停
へ
た
記
事

は
未
だ
検
索
し
得
な
い
か
、
張
丘
建
の
算
経
下
陀

今
有
甲
車
銭
二
十
。
乙
持
銭
五
十
。
丙
持
銭
四
十
。
丁
持
銭
三
十
。

戊
持
銭
六
十
。
九
五
人
。
合
本
治
生
。
得
利
二
高
五
千
六
百
三
十

53 

五
。
欲
以
本
銭
多
少
分
之
。
問
。
各
人
得
幾
何
。

と
あ
る
の
が
注
意
せ
ら
れ
る
。

ζ

れ
は
算
術
の
一
例
題
と
し
て
記
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
合
本
治
生
の
用
語
や
そ
の
内
容
は
張
丘
建
ぷ

頭
の
中
で
案
出
し
た
も
の
で
は
無
く
、
嘗
時
の
拳
習
者
?
に
理
解
し
易

い
身
近
な
現
貨
を
、
採
入
れ
た
も
の
と
見
る
可
書
で
あ
り
、
従
っ
て

ζ

の
例
題
か
ら
嘗
時
の
合
本
管
業
に
就
い
て
少
く
と
も
次
の
諸
事
項

が
推
定
せ
ら
れ
る
。
先
づ
第
一
一
広
多
人
数
の
合
本
営
業
が
可
成
り
康

く
行
は
れ
寸
ゐ
た
こ
と
。
第
二
に
合
本
の
各
人
出
資
額
除
必
タ
し
も

均
等
で
な
く
、
多
少
の
差
を
有
す
る
の
が
遁
例
で
あ
っ
た
ζ

と
。
第

- 53ー

一
に
利
益
収
入
の
配
分
は
そ
の
出
資
額
に
按
分
す
る
の
が
一
般
的
な

方
法
で
あ
っ
た
ら
し
い
と
と
等
で
あ
る
。
算
経
の
著
者
張
丘
建
な
る

人
物
め
と
と
は
明
ら
か
で
な
く
、
現
在
所
俸
の
こ
の
書
は
北
周
の
一司

隷
披
尉
甑
殺
が
注
を
加
へ
、
更
に
唐
の
李
源
同
が
奉
勅
注
揮
し
、
同

じ
く
唐
の
算
皐
博
士
劉
孝
孫
が
撰
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
か
ら
、

そ
の
云
ふ
所
は
h
q
そ
く
も
唐
代
、
或
は
そ
れ
一以
前
の
ζ

と
で
あ
る
。

こ
の
様
に
出
費
者
が
多
数
に
上
る
合
本
が
現
れ
れ
ば
、
管
業
に
閥
輿

し
な
い
者
が
生
じ
て
来
た
答
で
、
此
所
に
出
賓
と
経
営

ιの
分
離
が

新
に
考
察
を
要
ナ
る
問
題
と
な
る
、
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五

宋
代
の
合
種
農
業

宋
舎
一
安
・
食
貨
一
J

笹
田
雑
組
問
・
紹
興
三
年
四
月
四
日
の
篠
に
江
南

東
西
路
宣
撫
使
緯
世
忠
が
金
軍
に
荒
さ
れ
た
と
の
地
方
の
農
耕
復
興

策
に
就
い
て
述
べ
た
意
見
を
俸
へ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
中
に
地
主
の
被

害
無
力
化
に
よ
る
荒
腰
地
の
針
策
と
し
て
「
合
種
」
と
呼
ば
れ
る
替

曲
魔
法
を
提
唱
し
た
部
分
が
あ
る
。

其
有
主
而
無
力
開
墾
者
。
散
出
文
勝
。
限
六
十
日
許
人
戸
自
陳
頃

畝
着
賞
四
止
。
如
情
願
持
地
段
権
輿
官
中
合
種
。
所
用
人
戸
牛
具

種
娘
。
並
従
官
給
。
侯
収
成
目
。
燦
地
段
頃
敵
。
先
次
依
本
色
供

納
二
税
。
及
除
艶
牛
具
種
糠
。
其
徐
見
在
桝
斗
。
量
給
地
主
外
。

量
給
種
田
人
。
候
至
地
主
有
力
耕
時
。
赴
官
自
陳
。
即
時
給
還
元

業。

と
あ
る
の
が
そ
の
主
要
部
分
で
あ
る
。
嘗
時
の
小
作
は
地
主
か
ら
牛

力
・
種
子
・
収
穫
期
迄
の
食
糧
や
時
に
は
居
住
の
草
舎
迄
貸
興
し
て

や
り
、
収
穫
の
の
ち
所
定
の
小
作
料
の
外
に
そ
の
賃
利
(
一
般
慣
行

と
し
て
牛
貨
は
収
穫
の
十
分
一
、
種
子
・
食
糧
は
十
割
の
利
息
、
家

賃
は
適
宜
)
を
収
納
す
る
の
が
通
例
で
あ
ヲ
た
が
、
合
種
法
は
か
う

し
た
資
力
を
依
き
只
土
地
だ
け
を
有
し
て
ゐ
る
者
の
荒
田
を
官
の
協

力
で
耕
墾
せ
し
め
ん
と
ナ
る
も
の
で
、
そ
の
要
旨
は
官
よ
り
耕
墾
に

必
要
な
牛
具
・
種
子
・
糧
食
等
を
出
資
し
て
小
作
人
を
招
き
、
収
穫

の
の
ち
、
先
づ
地
主
が
嘗
然
負
携
ナ
可
き
雨
税
と
出
資
銭
物
の
利
賃

と
を
差
引
き
、

そ
の
残
り
を
地
主
と
小
作
人
と
で
分
収
せ
し
め
る
と

云
ふ
に
在
る
。
そ
の
地
主
と
小
作
人
と
の
分
率
に
就
い
て
は
、
右
の

績
き
に

契
勘
。
人
戸
願
輿
官
中
合
種
地
段
。
若
伺
候
将
来
収
成
。
除
諮
二

税
種
校
外
。
擦
見
在
臨
時
量
給
。
縞
慮
。
地
主
妄
稀
郷
原
奮
例
週

数
逝
求
。
今
欲
於
人
戸
自
陳
目
。
町
使
議
定
。
操
将
貰
収
到
斜
斗
。
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除
上
件
出
部
外
。
以
十
分
震
寧
。
内
二
分
給
地
主
。
若
稿
所
給
数

少
。
不
願
官
種
者
。
即
具
村
保
姓
名
・
開
排
地
段
迭
本
勝
。
置
籍

収
係
。
田
雄
荒
閑
。
須
管
依
僚
限
催
理
二
税
。
無
令
少
依
。
庶
幾

地
主
不
敢
債
倖
。
云
云
。

と
あ
り
、
官
の
強
権
を
以
て
地
主
二
割
・
小
作
八
割
と
ナ
べ
き
こ
と

一
般
郷
例
で
は
地
主
と
小
作
と
は
収
穫
を
折
半

を
主
張
し
て
ゐ
る
。

分
収
ナ
る
の
が
基
準
と
な
っ
て
必
り
、
牛
具
・
種
子
・
食
糧
等
の
賃

利
は
此
の
小
作
の
分
収
内
か
ら
支
排
ふ
こ
と
と
な
っ
て
ゐ
た
の
で
あ

そ
れ
は
熟
固
に
就
い
て
で
あ
っ
て
、
此
の
場
合
は
荒
閑
田
の

耕
墾
で
あ
る
た
め
、
先
づ
収
穫
か
ら
爾
税
・
牛
賃
・
糧
種
を
除
い
た

る
が
、



残
り
の
二
割
と
云
ふ
小
率
し
か
地
主
に
輿
へ
ら
れ
な
か
つ
い
た
の
で
あ

ら
う
。
勿
論
、
小
作
の
割
前
を
よ
く
し
て
荒
地
の
耕
墾
一
を
促
進
す
る

意
味
も
あ
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
地
主
に
し
て
見
れ
ば
不
満
で
あ
っ
た

に
相
遣
な
く
、
よ
っ
て
強
権
一
を
以
て
抑
へ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
此

の
「
合
種
」
は
民
戸
が
土
地
を
、
官
が
牛
具
・
糧
種
を
提
供
す
る
合

資
経
営
で
、
官
の
出
資
が
そ
の
利
収
よ
り
も
農
業
生
産
の
復
興
促
進

そ
の
所
得
の
配
分
は
純
企
業

と
異
っ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
が
、
と
に
か
く
農
業
生
産
K
於
け
る
合
本

に
主
眼
を
お
く
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、

の
例
と
云
へ
ょ
う
。
右
記
事
の
績
き
に
依
れ
ば
、
都
督
府
の
意
見
を

以
て
ζ

の
合
種
法
は
認
め
ら
れ
、
只
南
税
を
兎
減
し
て
民
戸
を
優
遇

・
せ
し
め
る
外
、
韓
世
忠
の
賓
施
一
に
任
せ
る
ζ

と
と
し
た
と
あ
る
が
、

そ
の
後
ど
の
程
度
の
寅
績
を
あ
げ
た
か
は
未
だ
検
討
し
て
ゐ
し
な
い
。

今
期
救
援
の
御
教
示
に
依
れ
ば
、
宋
禽
要
に
は
農
業
に
於
け
る
合
本

の
記
事
が
十
徐
例
見
出
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
此
所
に
検
索

し
得
て
ゐ
る
の
は
僅
か
に
右
一
一
例
に
す
ぎ
や
べ
同
氏
の
御
勢
作
に
期

待
す
る
・次
第
で
あ
る
。

.品ー，、‘

合
本
に
於
け
る
出
賓
と
鰹
替
と
の
分
離
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「
輿
民
挙
利
の
禁
L

は
宮
吏
が
地
主
・
家
主
と
し
て
の
合
法
的
膨
脹

を
除
く
他
の
一
般
替
剥
事
業
に
個
人
と
し
て
閥
輿
ナ
る
を
禁
じ
た
で
も

の
で
、
歴
代
申
覆
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
然
も
百
法
貨
殖
に
つ
と
め
、、

法
を
冒
潜
す
る
者
が
跡
を
紹
た
・な
か
っ
た
。
然
し
と
に
か
く
「
輿
民

守
利
の
禁
」
が
存
在
し
て
ゐ
た
以
上
、
そ
の
経
営
は
巧
に
法
の
限
を

か
す
め
裏
を
く
ぐ
っ
て
行
は
れ
・
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
方

法
と
し
て
最
も
一
般
的
で
あ
っ
た
の
は
、
部
曲
・
親
属
雄
一
寸
の
特
殊
開

係
者
を
利
用
ナ
る
他
人
名
義
の
企
業
経
替
や
専
門
業
者
と
の
結
合
等

で
あ
フ
た
。
そ
し
て
ζ

の
業
者
と
の
結
合
に
も
色
々
の
形
が
あ
り
、

一
般
的
に
云
へ
は
利
貸
に
よ
る
資
本
の
融
遁
が
多
か
フ
た
が
、
時
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に
鰹
管
を
委
托
し
た
合
本
的
な
出
資
も
行
は
れ
て
ゐ
た
。
文
苑
英

華
北
畑
編
制
・
禽
畠
五
年
正
月
三
日
の
南
郊
赦
文
に

古
者
受
昧
之
家
食
旅
而
巴
。
不
興
人
争
業
。
然
後
利
可
均
布
。
人

可
家
足
。
如
問
。
朝
列
衣
冠
。
或
代
承
華
由
同
。
或
在
清
途
。
私
置

質
庫
楼
庖
。
興
人
争
利
。
今
日
己
後
。
並
禁
断
。
何
委
御
史
蓋
察

訪
問
奏
。

と
て
衣
冠
の
土
が
質
庫
を
開
業
し
て
ゐ
た
と
あ
る
が
、
彼
等
は
輿
人

守
利
の
禁
に
よ
っ
て
正
面
に
立
つ
こ
と
を
掛
訂
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
賓
際
の
営
業
は
部
曲
・
親
属
や
そ
の
道
の
習
熟
者
に
一
首
ら

せ
、
名
義
も
他
人
の
名
を
用
ひ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
衣
冠
之
土
は
質
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庫
の
貫
際
の
所
有
者
で
あ
る
が
、
経
管
は
他
人
に
任
せ
て
ゐ
た
の
で

あ
る
。
但
し
こ
の
際
の
委
托
は
劉
等
の
聞
係
に
於
い
て
で
な
く
、
多

く
は
使
用
人
的
関
係
に
於
い
て
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。
次
に
唐

禽
一
奥
山
吋
八
倉
及
常
卒
倉
一
雑
録
・
開
元
十
五
年
七
月
二
十
七
日
の
勅
に

臆
天
下
諸
州
将
官
。
寄
付
部
人
輿
易
及
部
内
放
債
等
。
並
宜
禁
断
。

と
あ
っ
て
州
鯨
官
の
管
利
禁
止
に
閥
ナ
る
規
定
が
見
え
る
。
寄
付
は

「
預
け
る
」
、
部
内
は
所
管
内
、
部
人
は
管
内
の
人
、
輿
易
は
商
易
、

放
債
は
利
貸
を
意
味
し
、
何
れ
も
唐
宋
時
代
に
盛
用
せ
ら
れ
た
用
語

で
あ
る
。
規
定
の
内
容
は
州
照
官
が
管
下
の
者
に
資
本
を
預
け
、

の
所
管
地
域
内
で
商
業
や
利
貸
K
回
特
せ
し
め
て
は
な
ら
ぬ
と
云
ふ

に
在
る
。
素
人
の
後
利
企
業
は
容
易
で
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
か
ら
、

輿
易
放
債
の
資
本
を
寄
付
せ
ら
れ
る
部
人
と
は
管
内
で
も
業
績
の
あ

が
っ
て
ゐ
る
商
業
・
利
貸
の
専
門
業
者
が
主
で
あ
っ
た
と
解
ナ
可
き

で
あ
ら
う
。
資
本
の
受
托
を
受
け
た
業
者
は
と
れ
を
自
己
の
資
本
と

合
し

τ運
管
し
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
形
と
し
て
は
合
本
と
な
っ
て
ゐ

た
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
業
者
に
封
し

T
官
吏
が
出
資
し
、

そ
の
鰹

そ
と
に
は
官
権
を
背
景
と
ナ
る
経

済
外
の
不
純
要
素
が
介
入
し
、
引
曲
げ
ら
れ
た
面
が
生
じ
て
ゐ
た
で

は
あ
ら
う
が
、
出
賓
と
経
営
と
の
分
離
を
生
じ
て
ゐ
た
ζ
.と
に
は
間

替
を
委
せ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、

違
ひ
な
い
。
先
に
述
べ
た
衣
冠
之
土
の
「
私
置
質
庫
楼
庖
」
と
云
は

れ
て
ゐ
る
も
の
は
事
買
上
自
ら
営
業
機
闘
を
所
有
し
、
自
ら
私
か

K

指
揮
し
、
自
己
の
資
本
を
以
て
経
営
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ

と
は
別
に
か
う
し
た
出
資
を
し
て
ゐ
る
者
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

降
っ
て
栄
代
に
入
る
と
、
望
月
治
、
通
鑑
長
編
比
一
ト
至
和
元
年
七
月

の
僚
に
、
殿
中
侍
御
史
馬
遵
な
る
者
が
極
言
し
て
「
茶
賞
の
李
土
宗

が
司
門
員
外
郎
の
劉
宗
孟
と
商
放
を
共
に
し
た
」
と
申
立
て
、
こ
れ

に
宰
相
を
漣
坐
せ
し
b
ょ
う
と
計
っ
た
事
買
を
の
せ
て
を
り
、

こ
の

そ

「
共
商
販
」
が
共
同
出
資
の
意
味
と
解
ナ
可
き
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
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宮
崎
教
授
が
論
述
せ
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
か
う
し
た
場
合
の
共

同
出
資
も
、
官
吏
側
(
劉
宗
孟
)
は
直
接
商
肢
に
は
携
は
ら
歩
、
専
ら

商
人
側
(
李
土
宗
)
が
こ
れ
に
蛍
っ
て
ゐ
た
筈
で
あ
る
。

唐
宋
時
代
を
遜
じ

τ見
受
け
ら
れ
る
官
吏
の
業
者
と
の
共
同
出
資

は
官
吏
の
業
者
へ
の
資
本
委
托
、
経
営
委
任
と
云
ふ
形
を
と
っ
て
ゐ

た
。
勿
論
、

ζ

の
結
合
に
於
い
て
官
吏
側
が
官
権
を
背
景
と
し
た
使

宜
を
そ
の
業
者
に
取
計
ふ
場
合
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
し
、
又
大
き
な

指
揮
を
蔭
か
ら
振
フ
て
ゐ
た
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ら
う
が
、

と
に
か

く
形
の
上
で
・
は
経
営
に
携
は
ら
ぬ
共
同
出
賓
と
な
フ
て
ゐ
た
の
で
あ

っ
て
、

そ
れ
は
「
奥
民
争
利
」
を
禁
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
官
吏
の
身
分
に



拘
束
せ
ら
れ
て
の
と
と
で
あ
る
。
然
し
こ
の
様
な
共
同
経
替
を
伴
は

ぬ
共
同
出
資
、
即
ち
出
賓
と
鰹
俸
と
の
一
分
離
を
官
吏
と
業
者
と
の
結

合
に
の
み
限
定
し
て
考
へ
る
必
要
は
あ
る
ま
い
ι

管
仲
と
飽
叔
と
の
同
賀
の
例
が
賓
誼
ナ
る
如
く
、
民
間
人
相
互
の

共
同
管
業
に
於
い
て
、
共
同
者
聞
の
商
才
の
優
劣
が
明
ら
か
な
場
合
、

よ
り
多
く
の
利
潤
を
追
求
す
る
資
本
の
本
質
か
ら
し
て
、
そ
の
管
業

に
は
自
ら
有
能
者
が
指
導
的
・な
役
割
を
演
じ
質
権
を
抜
大
し
て
行
く
。

此
の
聞
係
を
推
し
進
め
て
行
け
ば
、
出
資
も
経
営
に
も
参
加
ナ
る
が

鰹
畿
に
は
只
名
を
連
ね
て
ゐ
る
に
ナ
ぎ
な
い
場
合
、
更
に
経
営
か
ら

全
「
く
離
れ
て
委
せ
切
っ
て
ゐ
る
場
合
の
出
現
が
必
然
的
に
考
へ
ら
れ

る
。
商
才
に
は
悪
ま
れ
乍
ら
責
本
に
乏
し
川
商
人
の
積
極
性
が
消
極

凡
庸
の
富
豪
の
資
本
を
巧
に
引
出
し
、
共
同
出
費
者
に
加
へ
て
そ
の

管
業
を
擦
大
し
利
潤
の
増
大
を
求
診
る
は
自
然
の
成
行
き
と
も
一
宮
へ

ょ
う
。
宋
代
に
於
い
で
は
こ
の
様
な
経
替
に
閥
興
し
な
い
民
間
相
互

聞
の
共
同
出
資
の
好
史
料
が
見
出
さ
れ
る
。
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唐
代
に
無
量
識
と
呼
ば
れ
た
寺
院
の
質
庫
(
利
貸
極
管
機
関
)
が
宋

代
に
入
り
長
生
庫
の
名
を
以
て
大
い
に
普
及
褒
展
し
た
ζ
と
は
嘗
て

専
考
し
た
所
で
あ
る
が
、
民
聞
に
於
け
る
経
営
不
開
輿
の
共
同
出
資

が
俸
へ
ら
れ

τゐ
る
の
は
ζ

の
長
生
俸
に
闘
し
て
で
あ
っ
て
、
そ
の

弊
害
の
面
を
詳
論
、
た
宋
舎
要
・
食
貨
明
七
賦
税
雑
録
・
嘉
泰
元
年

十
二
月
六
日
の
僚
の
臣
僚
の
長
大
な
言
文
が
そ
れ
で
あ
る
。
此
の
言

文
に
就
い
て
は
己
に
細
か
く
論
じ
壷
L
T
ゐ
る
の
で
、
此
所
に
は
本

稿
に
直
接
関
係
あ
る
部
分
を
つ
と
め
て
簡
略
に
紹
介
ナ
る
に
止
め
て

hu
く。宋

代
寺
院
の
利
貸
業
務
を
扱
っ
て
ゐ
た
長
生
庫
の
普
及
護
展
は
甚

だ
自
費
し
く
、
所
々
在
々
一
皆
ζ

れ
を
設
け
て
ゐ
た
と
云
は
れ
、
大
寺

院
内
に
は
数
庫
を
並
設
し
て
ゐ
た
も
の
が
あ
り
、
文
一
庫
の
資
本
・
が

二
以
上
の
口
数
か
ら
成
フ
て
ゐ
た
も
の
も
・
あ
っ
た
。
利
貸
の
本
来
の
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目
的
は
教
圏
財
政
の
充
賞
、
特
に
度
償
の
た
め
に
把
掛
に
必
要
と
ナ

る
園
家
護
賓
の
極
め
て
高
債
な
度
(
信
)
牒
の
購
入
費
を
調
達
す
る
ζ

と
に
置
か
れ
、
長
生
庫
で
度
信
局
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
も
の
さ
へ
あ
っ

た
。
摩
の
資
本
は
初
め
官
民
よ
り
施
一
入
せ
ら
れ
た
銭
物
や
寺
田
等
!か

ら
の
収
入
な
と
、
主
と
し
て
寺
院
の
自
己
資
本
に
依
っ
て
ゐ
た
が
、

や
が
て
外
部
か
ら
の
寄
托
資
本
が
併
せ
て
運
営
せ
ら
れ
る
様
に
な
コ

た
。
先
に
奉
げ
た
宋
曾
要
の
長
生
庫
に
閥
ナ
る
臣
僚
の
言
文
中
に

始
因
維
流
創
。
震
度
信
之
名
。
立
庫
規
利
。
相
緯
進
納
。

と
あ
り
》
多
数
の
替
利
業
者
が
共
同
出
資
し
、
度
牒
費
調
達
を
名
と

し
て
長
生
庫
を
立
て
、
そ
と
に
資
本
を
寄
托
し
て
運
ι

普
収
刺
せ
し
め
、



58 

そ
れ
を
買
牒
費
に
寄
進
し
て
ゐ
た
と
停
へ
て
ゐ
る
。
勿
論
、
そ
れ
ら

の
共
同
出
資
者
は
後
利
業
者
で
あ
る
か
ら
そ
の
総
て
の
も
の
が
収
利

の
全
部
を
あ
げ
て
寄
進
し
て
ゐ
た
か
と
う
か
は
疑
は
し
く
、
多
く
の

場
合
、

一
部
を
寄
進
に
充
て
る
外
、
残
徐
は
出
資
仲
間
で
配
分
し
、

自
ら
も
儲
け
て
ゐ
た
に
相
違
な
く
、

き
れ
ば
度
信
費
を
名
目
と
し
た

と
云
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。
同
じ
言
文
の
末
尾
の
部
分
に

徒
遠
因
縁
射
利
之
謀
耳
。

ζ

の
種
の
出
資
は
や
が

τ信
仰
的
な
寄
進
か
ら
全
く
遊

離
し
、
専
ら
営
利
業
者
の
射
利
的
出
資
に
な
.
り
了
っ
た
と
述
べ
て
ゐ

る
。
つ
ま
り
初
め
寄
進
と
射
利
と
の
出
資
で
あ
っ
た
の
が
、
射
利
一

本
に
進
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
か
う
し
た
長
生
庫
の
利
貸
は
多
数
の
替

と
あ
っ
て
、

利
業
者
を
出
資
者
と
し
、
寺
院
(
の
長
生
庫
)
を
鰹
轡
者
と
ナ
る
出

資
・
経
後
分
離
の
合
本
で
あ
っ
た
と
云
へ
る
。
中
に
は
出
資
者
た
る

管
利
業
者
の
仲
間
か
ら
経
営
に
参
加
す
る
者
を
迭
り
込
ん
で
ゐ
る
場

ム
ロ
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
本
来
寺
備
の
管
掌
た
る
長
生
庫
に

共
同
出
資
の
民
間
人
が
奉
っ
て
入
り
、
込
む
こ
と
は
有
り
得
唱
な
か
っ
た

筈
で
、
出
資
と
粧
径
と
の
分
離
を
否
定
ナ
る
必
要
は
な
い
。

以
上
の
如
く
、
宋
代
に
就
い
て
は
鰹
替
に
参
加
し
な
い
民
間
相
互

一
大
合
本
の
好
資
料
を
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
が
、

聞
の
共
同
出
資
、

唐
代
に
就
い
て
は
遺
憾
乍
ら
未
だ
か
か
る
確
賞
な
好
史
料
を
得
て
ゐ

な
い
。
然
し
唐
代
に
明
か
に
見
ら
れ
る
官
吏
か
ら
事
業
者
へ
の
経
営

不
開
輿
の
出
資
は
、
官
吏
が
個
人
と
し
て
の
行
震
で
あ
る
か
ら
、

カ涌

う
し
た
専
業
者
へ
の
出
資
を
官
吏
の
み
に
限
定
し
て
考
へ
る
必
要
は

な
く
、
民
間
人
相
互
間
に
も
あ
り
、

い
は
ば
経
済
護
達
の
一
般
的
な

開
係
で
あ
っ
た
と
解
す
可
き
で
あ
ら
う
。
先
に
述
べ
た
自
民
の
剣
に
、

磁
を
共
有
す
る
こ
人
が
利
収
の
配
分
に
嘗
っ
て
配
分
外
の
絵
利
の
有

無
に
就
い
て
相
争
ふ
場
面
を
描
い
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
は
二
人
の
共
同

出
資
者
の
中
の
一
人
が
磁
の
鰹
畿
を
一
手
に
引
受
け
て
ゐ
た
か
、
文
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は
禽
計
面
を
濁
占
し
て
ゐ
た
場
合
に
起
る
事
件
で
、
何
れ
に
し
て
も

経
営
に
於
け
る
一
方
の
紹
劉
的
な
優
位
が
推
想
せ
ら
れ
る
。
文
多
人

数
の
共
同
出
資
が
唐
代
に
確
認
せ
ら
れ
る
が
、
経
轡
に
開
輿
し
な
い

有
産
者
の
出
資
を
想
定
し
な
け
れ
ば
、

か
う
し
た
多
人
数
の
合
本
企

業
の
設
展
普
及
は
理
解
し
難
い
で
あ
ら
う
。
恐
ら
く
唐
代
の
合
本
に

も
既
に
経
営
に
開
輿
し
な
い
者
の
出
資
、
即
ち
出
賓
と
経
管
と
の
分

離
が
現
れ
て
ゐ
た
も
の
と
推
定
ぜ
ら
れ
る
。
或
は
更
に
そ
れ
以
前
に

棚
る
か
も
知
れ
な
い
。

七

株

式

的

合

本



合
本
に
於
け
る
共
同
出
費
者
一の
数
及
び
額
の
増
加
は
そ
れ
に
掛
慮

す
る
組
織
の
整
備
護
展
を
促
し
、
文
ζ

の
組
織
の
整
備
費
展
に
よ
っ

て
出
費
者
の
数
や
額
の
増
大
を
容
易
に
し
一
般
化
司
せ
し
め
得
た
筈
で

あ
る
か
ら
、
唐
宋
時
代
に
見
ら
れ
る
多
人
敷
の
高
額
A
同
本
の
史
例
は

こ
れ
と
表
裏
し
て
ゐ
た
筈
の
組
織
の
設
展
を
譲
想
せ
し
め
る
。

先
づ
出
費
者
の
増
加
は
、

ー先
に
論
じ
た
如
く
、
経
営
に
全
然
開
輿

し
な
い
出
費
者
を
増
し
、
文
さ
う
し
た
資
本
の
参
加
が
可
能
で
あ
り

安
全
で
あ
っ
て
こ
そ
初
め
て
出
資
の
人
員
・
額
高
の
増
加
を
促
し
得

た
わ
け
で
あ
る
が
、
か
う
し
た
関
係
の
褒
展
燦
件
と
し
て
、
経
営
に

劃
ナ
る
出
費
者
の
紹
射
的
な
信
用
が
必
要
で
あ
る
。
企
業
の
有
利
性

と
経
営
権
嘗
者
の
人
格
手
腕
が
こ
の
信
用
の
基
本
要
素
で
あ
る
と
と

は
云
ふ
迄
も
な
い
が
、
更
に
そ
の
信
用
を
強
化
し
保
詮
ナ
る
意
味
の

規
約
や
制
度
が
必
要
と
な
っ
て
来
る
。
出
費
者
の
増
加
は
合
費
総
額

を
増
し
、
組
織
田
の
規
模
を
大
き
く
し
、
従
っ
て
経
営
は
業
界
に
精
通

し
た
有
能
な
i

責
任
者
と
そ
の
下
に
働
く
業
務
に
習
熟
し
た
事
務
員
と

を
必
要
と
し
、
出
資
者
と
握
箸
者
と
の
分
離
を
強
め
る
の
で
、
経
管

者
側
と
出
費
者
側
と
を
共
存
的
に
結
合
せ
し
め
て
行
く
た
め
の
規
約

や
制
度
も
必
要
と
な
る
。
更
K
文
出
費
者
側
・
経
管
者
側
そ
れ
ぞ
れ
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の
内
部
的
統
制
の
た
め
の
規
約
や
制
度
も
必
要
と
な
る
。
と
の
様
な

必
要
か
ら
設
け
ら
れ
る
規
約
や
制
度
の
あ
り
方
は
合
本
の
規
模
や
企

業
の
業
種
別
そ
の
他
種
々
の
事
情
に
よ
っ
て
個
々
に
相
違
し
て
ゐ
た

で
あ
ら
う
が
、
総
鰻
的
一
に
観
れ
ば
、
合
本
の
規
模
の
損
大
化
と
経
偉

業
務
の
複
雑
化
、
出
費
者
と
経
営
者
と
の
個
人
的
関
係
の
疎
隔
化
等

に
針
臆
し
て
、
信
用
の
強
化
確
立
と
合
資
方
法
の
簡
素
化
と
を
目
指

ナ
方
向
に
進
ん
で
行
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
の
方
向
の
要
貼
を
具

鐙
的
に
事
げ

τ云
へ
ば
、
合
本
企
業
睡
の
管
業
範
囲
と
鰹
笹
方
針
と

を
規
定
し

τ経
轡
携
賞
者
の
権
限
一及
び
責
任
範
園
を
明
ら
か
に
し
、

併
せ
て
出
費
者
の
安
全
保
護
を
強
め
、
又
経
管
面
に
照
し
て
資
本
総

額
を
適
正
に
調
定
し
、
出
資
の
基
本
単
位
を
制
定
し
、
収
盆
の
配
分
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方
法
を
約
定
し
て
運
管
業
務
の
簡
素
化
を
は
か
る
ζ

と
等
で
あ
る
。

此
の
様
に
合
本
組
織
の
震
達
が
嘗
然
辿
る
可
き
方
向
を
議
想
し
て
、

果
し
て
そ
れ
が
唐
宋
の
文
献
に
史
賓
と
し
て
現
れ
て
ゐ
る
か
と
う
か

が
}
検
討
す
る
に
、
管
見
の
限
り
、
栄
代
に
於
い
て
僅
か
一
例
乍
ら
有

力
な
史
料
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
史
料
と
は
先
に
紹
介
し
た
宋
曾
要

の
長
生
庫
の
弊
害
に
一闘
す
る
臣
僚
の
長
大
な
一
吉
田
文
で
あ
る
。
と
れ
亦

既
に
詳
し
く
論
究
し
て
ゐ
る
の
で
、
此
一
所
で
は
特
に
開
係
の
あ
る
一部

分
を
取
出
し
て
概
要
を
紹
介
ナ
る
に
止
め
て
h
F
く。

先
述
の
如

4
川
管
利
業
者
の
投
資
の
場
と
化
し
た
宋
代
長
生
庫
の
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合
本
組
織
の
内
容
は
大
鰻
次
の
如
く
規
定
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
。

ω出
資
者
は
富
家
を
鳩
集
ナ
る
。

ω出
資
者
を
一
定
数
(
例
へ
ば
十
人
)
に
抑
へ
、
そ
の
仲
間
を
以
て
一
局
と

し
、
局
仲
間
の
共
同
規
約
を
設
け
る
。

制
一
局
の
総
資
本
額
を
五
千
貫
一
千
貫
等
と
定
め
、
此
れ
を
局
仲
間
(
例

へ
ば
十
人
)
が
分
権
合
資
す
る
。
出
資
の
単
位
は
一
口
十
貫
五
十
寅
等

と
定
め
ら
れ
る
。

ω局
の
運
笹
年
限
は
初
め
か
ら
定
め
て
必
く
(
例
へ
ば
十
年
)
。

切
収
支
決
算
利
盆
配
蛍
は
毎
年
末
に
行
ひ
、
中
聞
に
穆
げ
た
利
金
収
入
は

資
本
に
繰
入
れ
て
回
樽
せ
し
め
る
。

ω此
の
様
な
合
本
制
を
闘
紐
と
云
ひ
、
慮
々
在
々
に
普
及
し
て
ゐ
た
。

即
ち
こ
の
闘
紐
は
長
生
庫
を
鰹
轡
携
や
問
機
関
と
ナ
る
民
間
富
家
の

有
限
合
資
制
利
貸
企
業
で
あ
り
、
高
度
に
護
達
し
た
合
本
組
織
で
あ

っ
て
、
そ
れ
は
慮
々
在
々
に
普
及
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
出
費
者
と

経
管
と
は
完
全
に
分
離
し
、
双
方
の
利
害
は
設
け
ら
れ
た
規
定
に
よ

っ
て
調
整
保
誼
せ
ら
れ
て
ゐ
た
し
、
出
資
の
単
位
も
定
め
ら
れ
て
、

殆
ん
と
株
式
投
資
に
、
近
い
も
の
と
な
っ
て
ゐ
た
と
云
へ
る
。
臣
僚
の

言
文
に
依
れ
ば
、
富
家
の
費
本
が
此
の
様
に
長
生
庫
に
奔
入
し
た
の

は
税
役
逃
悦
の
た
め
で
あ
っ
た
と
云
ふ
が
、
長
生
庫
の
利
貸
が
寺
院

の
信
仰
的
権
威
と
結
び
つ
い
て
回
収
不
能
の
貸
倒
れ
が
少
く
、
そ
れ

だ
け
事
業
の
安
全
性
が
大
き
か
っ
た
と
と
も
見
逃
ぜ
ま
い
。
か
う
し

た
高
度
の
合
本
組
織
が
長
生
庫
の
利
貸
以
外
の
諸
企
業
に
ど
の
程
度

迄
及
ん
で
ゐ
た
か
は
明
か
で
な
く
、
文
宋
末
に
見
ら
れ
る
こ
の
組
織

が
時
代
的
に
と
こ
迄
糊
ら
せ
て
考
へ
得
る
も
の
で
あ
る
か
も
剣
ら
な

ぃ
。
切
に
今
後
の
補
考
を
侯
つ
。

八

結

諮問

中
闘
に
於
け
る
合
本
の
由
来
は
頗
る
古
く
、
春
秋
時
代
の
初
期
、

紀
元
前
八
・
七
世
紀
の
交
に
阜
く
も
そ
の
原
初
的
形
態
た
る
二
人
の

共
同
出
資
・
共
同
経
営
が
認
め
ら
れ
、
聞
係
史
料
が
梢
々
多
く
な
る

唐
宋
時
代
に
入
る
と
、
右
の
原
初
的
な
合
本
形
態
か
ら
更
に
進
ん
で

多
人
数
の
合
本
や
経
替
に
閥
興
し
な
い
出
資
者
を
含
む
合
本
が
現
れ
、

宋
代
に
は
鰹
俸
と
出
賓
と
が
全
く
分
離
し
制
度
の
頗
る
整
備
し
た
高

度
の
合
本
組
織
が
出
来
て
必
り
、
且
っ
と
れ
ら
諸
段
階
の
合
本
経
管

が
並
び
行
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
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Ho-pen (合本)or Joint Stock in the T'ang-Sung (唐宋)Period 

f{，α:isαbuγo Hinoα:nd Yαsushi Kusαηo 

Two-man joint stock buniness organization can already be found in 

the early Spring and Autumn period in the 8-7th centuries， B. C_ In the 

T'ang-Sung period we find joint stock organizations invested and run by 

more than two men as well as those which included investors not 

participated in management， while in the Sung period there emerged the 

kind of organization where investment and management were completely 

separated. In this period joint stock enterprise was found in such lines 、

of business as money-lender， pawn-shop， rice-pounder， and trade and 

commerce_ 

Copper and Lead Industries in the Ch'ing Period 

Hikoshichiro Satoi 

The productive relations in the copper and lead industries in the 

Ch'ing dynasty were much complicated; there were mine-and refinery-

owners， each of them. being di任erentiatedinto the small producers' and 

large enterprisers' classes. In Hu-nan (湖南)province there were powerful 

chartered merchants， who were privileged to exact license fees from the 

producers of copper and lead， and the producers were put under the 

control of these chartered merchants. In Yun-nan (雲南)province， where 

this system was undeveloped， the unofficial t'ou-jen (頭人)played the role 

of chartered merchants， creating conditions unfavourable for the develop-

ment of modern mining industry. However， neither the chartered merchant 

nor the t'ou-jen was a mere agent of the government or a parasite on 

mining industry ; he had already grown an enterpriser himself. The pr白 ent

paper is intended to give a concrete view of the historical rδle of each 

of the factors of production and productive relations thereof， while an 

attempt is made to elucidate the structure of mining industry and its 

inherent contradictions in this period_ In view of the fact that the transi-

tion of mining industry from government to private enterprise and the 
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